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概
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究
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スウェーデン犯罪防止委員会報告書概観〈1996年〉

　
一
九
九
六
年
中
に
送
付
を
受
け
た
資
料
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
下
記
の
諸
文
献
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
簡
単
に

紹
介
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る
こ
と
と
し
た
い
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本
報
告
書
は
、
』
般
的
法
意
識
」
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
あ
る
行
為
を
犯
罪
化
す
る
場
合
や
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
刑
罰

を
厳
し
く
す
る
よ
う
な
場
合
、
「
一
般
的
法
意
識
」
が
そ
れ
を
要
求

す
る
と
い
う
表
現
の
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
表
現
の
意
味

を
法
律
学
的
、
社
会
学
的
に
問
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い

の
根
底
に
著
者
は
一
般
的
法
意
識
は
法
源
た
り
得
る
か
と
い
う
根
本

的
な
問
題
を
設
定
し
て
い
る
。

　
最
初
に
』
般
的
法
意
識
」
に
つ
い
て
従
来
の
法
律
学
に
お
け
る

用
法
を
概
観
し
、
歴
史
学
派
あ
る
い
は
社
会
学
派
の
と
ら
え
か
た
を

見
て
い
る
。
著
者
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
ボ
ン
デ
ソ
ン
の
法
的

虚
構
と
す
る
考
え
方
に
妥
当
性
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

』
般
的
法
意
識
」
を
計
測
さ
れ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
も
の
と
に

分
け
て
考
え
、
計
測
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
法
意
識
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
っ
て
取
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
調
査
は
、
簡
単
な
問
題
事
例
を
作
成
し
、
そ
れ
に
対
す
る
賛
否
を

聞
く
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
C
と
D
は
と
も
に

一
年
の
拘
禁
の
刑
を
受
け
て
服
役
し
て
い
る
が
、
C
は
模
範
囚
で
あ

る
の
に
D
は
薬
物
を
乱
用
し
、
外
泊
中
に
違
反
行
為
が
あ
っ
た
。
こ

の
場
合
C
は
D
よ
り
早
く
仮
釈
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
賛

成
か
？
　
と
い
う
ふ
う
な
設
例
に
回
答
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
設
例
は
全
部
で
二
七
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他
、

例
え
ば
売
春
の
ご
と
き
特
定
の
行
為
の
可
罰
性
、
自
由
刑
の
適
用
な

ど
に
つ
い
て
直
接
回
答
を
求
め
る
も
の
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
質
問

項
目
は
本
書
一
四
七
頁
以
降
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　
対
象
者
は
、
裁
判
官
、
参
審
員
、
警
察
官
、
一
般
の
人
々
、
お
よ

び
法
学
部
の
学
生
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
は
、
一
般
人
、
裁
判
官
、

参
審
員
に
関
し
て
整
理
さ
れ
、
裁
判
官
に
つ
い
て
は
裁
判
官
個
人
の

意
見
と
裁
判
官
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
意
見
の
二
種
類
の
回
答
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
般
人
の
回
答
が
一
般
的
法
意
識
を
代

表
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
こ
れ
と
裁
判
官
の
意
識
（
こ
れ
は
司
法

に
よ
る
法
の
適
用
を
代
表
す
る
。
）
と
の
一
致
、
不
一
致
が
拾
い
出

さ
れ
て
い
る
。
実
定
法
は
法
意
識
を
反
映
し
て
い
る
か
？
　
裁
判
官

と
参
審
員
の
法
意
識
は
ど
の
程
度
異
な
っ
て
い
る
か
？
　
一
般
的
法

意
識
と
職
業
的
法
意
識
は
ど
の
程
度
異
な
っ
て
い
る
か
？

　
以
下
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
簡
単
に
紹
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第一表　多数意見が分かれた例（％）

刑罰に代えて保護観察 一般人 裁判官個人 裁判官本来

保護の必要がある場合 肯定 35 58 17

薬物犯罪の場合 肯定 65 29 57

Lindomeの場合双方有罪 肯定 95 43 94

被害者の証言以外に物的証拠のない強姦の否認事件 有罪 31 53 66

未成年の子にワインを買ってやること 有罪 42 51 29

安楽死の実行 有罪 36 56 27

市民的義務の不履行 有罪 47 84 64

Rapport　l966：1，p73，Tab4

介
し
て
お
く
。

　
①
危
険
な
犯
罪
者
は
特

別
に
扱
う
。

　
②
成
績
の
良
い
受
刑
者

は
優
遇
し
、
再
犯
罪
者
は
処

罰
す
る
。

　
こ
の
二
点
は
全
回
答
者
の

意
見
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
一
般
的
法
意
識
と

司
法
の
運
用
が
一
致
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
意
見
が
分
か
れ
る
の
は
、

　
①
新
古
典
派
の
発
想
は

　
　
全
体
に
支
持
が
少
な
い

　
　
が
、
一
般
人
の
支
持
お

　
　
よ
び
裁
判
官
の
本
来
の

　
　
姿
勢
と
し
て
の
支
持
は

　
　
特
に
少
な
い
。
新
古
典

　
　
派
の
思
想
を
一
般
的
法

　
　
意
識
は
支
持
し
て
い
な

　
　
い
も
の
と
受
け
取
れ
る
。

　
②
米
国
の
司
法
取
引
に
類
す
る
取
扱
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の

　
　
支
持
は
少
な
い
が
一
般
人
の
六
五
％
は
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。

　
③
二
人
組
の
強
盗
犯
人
が
一
人
の
人
を
殺
害
し
た
。
し
か
し
、

　
　
ど
ち
ら
の
者
の
銃
に
よ
り
死
ん
だ
の
か
分
か
ら
な
い
。
こ
の
場

　
　
合
、
ど
ち
ら
に
も
そ
の
責
任
を
問
わ
な
い
か
、
両
方
に
そ
の
責

　
　
任
を
と
ら
せ
る
か
と
い
う
設
例
で
は
、
一
般
人
は
後
者
を
、
裁

　
　
判
官
は
前
者
を
と
っ
て
い
る
。
（
一
ぎ
α
o
ヨ
o
ケ
ー
ス
）

で
あ
る
。

　
ま
た
、
裁
判
官
と
一
般
人
と
で
意
見
の
相
違
を
「
刑
罰
に
代
え
て

保
護
観
察
を
用
い
る
場
合
」
に
つ
い
て
み
た
結
果
が
表
示
さ
れ
て
い

る
の
で
第
一
表
と
し
て
引
用
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
刑
罰
価
値
の
判
断

で
は
裁
判
官
よ
り
一
般
人
の
方
が
厳
し
く
な
い
と
の
結
果
が
出
て
い

る
。
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
固
有
の
制
度
と
い
い
得
る
参
審
員
の
法

意
識
は
裁
判
官
と
一
般
人
の
中
間
に
位
置
す
る
と
の
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
英
米
法
の
訴
答
取
引
に
相
当
す
る
現
象
（
ζ
9

昌
≦
ヨ
①
省
ユ
目
σ
窪
）
が
「
法
の
前
の
平
等
」
の
問
題
と
し
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
般
人
の
多
数
は
容
認
し
、
裁
判
官
は
否
定

し
て
い
る
。
参
審
員
は
中
間
を
占
め
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
訴
訟
法

の
規
定
は
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。
同
一
犯
罪
同
一
刑
罰
の
原
則
に

関
し
て
は
、
裁
判
官
の
三
割
が
不
同
意
な
の
に
対
し
て
、
一
般
人
お
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第二表　個々の犯罪類型に対する平均的刑罰評価

犯罪類型 一般人 裁判官 参審員

租税犯罪 7．9 6．7 7．5

傷　　　害 8．1 7．2 7．7

強　　　姦 8．2 7．1 7．2

横　　　領 8．4 6．9 7．7

薬物犯罪 8．4 6．2 7．2

窃　　　盗 8．5 7．4 7．8

銀行強盗 8．0 8．0 7．8

酒酔い運転 9．7 7．0 8．4

数値は回答者間の比較であって、類型間の比較ではない。

　　　　　　　　　　Rapport　l996＝1，p109，Tab．12

よ
び
参
審
員
の
不
同
意

は
一
割
で
あ
る
。

　
刑
法
の
も
っ
て
い
る

道
義
維
持
作
用
に
関
し

て
は
、
裁
判
官
に
こ
れ

を
肯
定
す
る
者
が
多
く
、

法
学
教
育
の
影
響
が
顕

著
で
あ
る
と
す
る
。
参

審
員
は
全
般
に
一
般
人

と
同
様
の
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
特
に
、
酒
酔

い
運
転
に
対
す
る
意
識

に
裁
判
官
と
一
般
人
と

の
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。

　
刑
罰
の
厳
し
さ
に
関
し
て
報
告
書
は
八
個
の
犯
罪
類
型
に
つ
い
て

個
別
的
に
回
答
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
第
二
表
に
掲
げ
る
通

り
で
あ
る
。
全
犯
罪
を
通
し
て
一
般
人
が
裁
判
官
よ
り
も
厳
し
く
犯

罪
を
み
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
死
刑
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
理
由
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
処
理

す
る
に
は
間
題
が
重
大
す
ぎ
、
面
接
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

次
い
で
報
告
書
は
九
個
の
行
為
に
つ
い
て
刑
罰
の
対
象
と
す
べ
き

か
ど
う
か
聞
い
て
い
る
。

①
売
春
婦
に
金
を
払
っ
て
性
交
す
る
こ
と

②
被
告
人
に
同
情
／
恐
怖
を
感
じ
て
虚
偽
の
証
言
を
す
る
こ
と

③
両
親
が
未
成
年
の
子
に
酒
を
買
い
与
え
る
こ
と
（
禁
止
し
て

　
　
し
ま
う
と
陰
で
子
が
酒
を
買
う
の
で
そ
れ
を
防
止
す
る
）

⑨⑧⑦⑥⑤④
安
楽
死

市
民
的
義
務
の
不
履
行

作
業
場
か
ら
の
窃
盗

補
助
金
の
ご
ま
か
し

落
書
き

配
管
工
の
闇
内
職

　
こ
れ
に
対
す
る
回
答
の
分
布
は
第
一
図
の
通
り
で
あ
る
。
第
二
番

目
の
質
問
の
結
果
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
報
告
書
の
最
後
の
部
分
は
、
前
出
の
二
人
組
の
強
盗
が
一
人
の
人

を
殺
害
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
銃
撃
で
死
ん
だ
の
か
分
か
ら
な
い
場
合

（
口
注
o
ヨ
8
8
巨
①
ヨ
）
に
つ
い
て
裁
判
官
と
一
般
人
の
回
答
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

違
を
細
か
く
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
間
題
は
一
九
九
三
年
か
ら
九
四

年
に
か
け
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
で
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
、

裁
判
官
な
ど
法
律
専
門
家
は
ど
ち
ら
も
無
罪
と
す
る
説
に
傾
く
が
、

警
察
を
含
め
一
般
の
人
々
は
双
方
と
も
有
罪
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
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第一図　一定の行為の可罰性（％）

1金銭を払って売春婦と性交することは可罰的
　一般人二ニニニニニニニニニニ：二二二二二二二二二二；；；二：；ニニ＝二二二二二二二二：31．0

　裁判官個人　二二＝二二：二：二二二二：11．0

　参審員二二二二二二二二：二二二二二二ニニニニニニ：二二二二；二二；二：二二：二二二二二：二33－0

　裁判官本来　ニニニニニニニニニ；二二二二＝＝13．0

2　安楽死は可罰的
　一の般人二二二；二二二二二二；二二二二二二二二二＝＝二：二：二ニニニニニニニニニニ：二二二二二二二二二二・36．0

　裁判官本来　二ニニニニニニニニニ；二：二二二二ニニニニ＝ニニニニニニニニニ：ニニニ27．0

3親が未成年の子に酒を買い与えることは可罰的
　一般人二：二二二二二二：二二：二二二二ニニニ：＝二二＝二二二；二二二二；二二二二二：二二二二：二二二二二ニニニニニニニニ42．0

　裁判官個人　二＝二ニニニニニニ：二二；二二二二二二：二二二二二二ニニニニニニニ；二；二二二二二二二二：二二二二二二二二：二二：二二ニニ＝二；ニニニニ51．0

　参　審　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67．0
　裁判官本来　＝二二二二二＝二ニニニニニニニニ；二二二二二二：二二二二二二二二ニニニニニニ29．0

4市民的義務の違反は可罰的
　一般人二ニニ：：：二：二：二二：二：：二二二：二ニニニ：ニニニ：二；二二；二＝二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二ニニ＝＝二二47DO

　裁判官個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84．0

　参　審　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68．0

5　例えば配管工の闇労働は可罰的

　裁判官個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90．0

　参審員　　　　　　　　　　　　　　・84．0

6　学生が補助金をごまかすことは可罰的

　一般人　　　　　　　　　　　二65．0
　裁判官個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・92．0

　参審員　　　　　　　　　　　　　 一二82．0

　裁判官本来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・77．0

7建築現場での盗みは可罰的

　一般人　　　　　　　　　　　　　
・80．0

　裁判官個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98．0

　参　審　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91．0

　裁判官本来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・86、0

8　落書きは可罰的

　一　般　人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81．0

　裁判官個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95．0

　参　審　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8LO
　裁判官本来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二91．O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RapPort　1996二1，P．116，Fig．14
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第三表　証明力に問題のある事件での証拠評価

（各事件において有罪の判決をすべきだとした者の比率・％

事件 一般人 裁判官個人 参審員 法科学生 裁判官本来

窃　　盗 11 31 12 9 43

強　　姦 31 53 39 28 66

親近相姦 45 36 39 41 56

Rapport1996：1，p136，Tab24

し
な
か
っ
た
。
証
人
は
な
く
、

さ
れ
ず
、
衣
服
の
損
傷
も
な
い
）
」

説
に
傾
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
報
告
書
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
一
般

人
と
法
律
専
門
家
の
間
の
法
意
識
が
大
き

く
食
い
違
う
問
題
と
し
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
報
告
書

は
証
拠
評
価
の
問
題
に
関
す
る
裁
判
官
と

一
般
人
の
回
答
の
相
違
に
触
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
設
例
が
あ
り
、
窃
盗
、

強
姦
お
よ
び
近
親
相
姦
の
例
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
回
答
結
果
を
第
三
表

と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

　
一
つ
強
姦
の
設
例
を
紹
介
し
て
お
く
と

「
S
は
A
を
強
姦
で
告
訴
し
た
。
A
は
否

認
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
S
の
陳
述
に
信

頼
性
を
認
め
、
捜
査
の
過
程
で
否
定
的
資

料
を
提
出
し
た
A
を
信
頼
で
き
る
と
判
断

　
　
証
拠
も
存
在
し
な
い
（
傷
害
は
認
定

　
　
　
と
い
う
例
で
あ
る
。

II

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

外
国
人
お
よ
び
そ
の
子
に
よ
る
犯
罪

一
昌
く
鋤
づ
α
『
餌
お
ω
　
O
O
げ
　
ぎ
く
蝉
昌
α
『
”
円
①
ω
　
σ
鎖
『
口
ω

ぼ
o
簿
ω
一
蒔
ゴ
①
戸
勾
餌
O
O
o
詳
一
〇
8
』
（
餌
＜
』
蝉
p

＞
巨
σ
①
お
）
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
最
近
の
犯
罪
統
計
に
よ
る
と
、
被
疑
者
に
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
外
国
人
の
比
率
は
約
二
〇
％
で
あ
る
。
本
書
は
、
犯
罪
防
止
委
員

会
、
移
住
者
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
共
同

研
究
の
一
部
で
、
統
計
的
な
分
析
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
研
究
対

象
は
外
国
人
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
外
国
で
出
生
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ン
に
居
住
登
録
し
て
い
る
者
の
犯
罪
で
あ
る
。
な
お
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ヘ
の
移
住
者
の
約
半
数
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
籍
を
取
得
し
て
い
る
。

本
調
査
の
母
集
団
と
し
て
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
五

年
問
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
居
住
し
て
い
た
者
で
、
一
九
四
五
年
か
ら
一

九
七
四
年
ま
で
に
出
生
し
た
者
が
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

移
住
者
は
八
・
七
％
、
移
住
者
の
子
（
第
二
世
代
）
は
八
・
九
％
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
八
二
・
四
％
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
者
の
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
五
年
間
の

犯
罪
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
四
％
は
移
住
者
に
よ
る
も
の
で
、

八
％
が
北
欧
か
ら
の
、
六
％
が
非
北
欧
の
移
住
者
に
よ
る
も
の
で
あ

120



スウェーデン犯罪防止委員会報告書概観く1996年＞

る
。
人
口
比
で
み
る
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
二
倍
に
な
る
。
そ
の
原

因
に
つ
い
て
は
、

　
①
　
移
住
者
が
法
制
度
の
中
で
差
別
さ
れ
て
い
る
。

　
②
移
住
者
に
は
若
者
（
犯
罪
し
や
す
い
年
齢
）
が
多
い
と
い
う

　
　
人
口
統
計
学
的
事
実
。

　
③
移
住
者
の
生
活
状
況
の
困
難
。

　
④
選
択
的
移
住
（
犯
罪
性
の
強
い
母
国
で
食
い
つ
め
た
者
が
移

　
　
住
を
選
ぶ
）
。

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
調
査
か
ら
①
、
③
、
④
は
支
持
さ
れ
る
が

②
は
支
持
さ
れ
な
い
と
す
る
。
③
は
一
般
的
に
犯
罪
者
は
少
年
時
代

か
ら
犯
罪
を
行
っ
て
い
る
と
仮
定
で
き
る
の
で
、
年
長
に
な
っ
て
か

ら
犯
罪
を
す
る
と
い
う
一
種
の
例
外
現
象
と
み
る
。
④
は
北
欧
か
ら

の
移
住
者
の
犯
罪
の
主
要
な
要
因
と
み
る
。

　
次
ぎ
に
移
住
者
の
子
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
認
知
犯
罪
の
一

三
％
に
達
す
る
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に
比
し
て

↓
・
五
倍
の
犯
罪
関
与
に
な
る
。
し
か
し
、
移
住
者
そ
の
も
の
に
比

べ
る
と
犯
罪
は
少
な
い
。
そ
れ
だ
け
犯
罪
へ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

状
況
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
移
住
者
の
ヂ
の
犯
罪
は

労
働
者
階
級
の
移
住
者
の
子
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
失
業
と
居
住

地
域
の
特
定
化
が
加
わ
る
。

IIIIVV

司
法
統
計
一
九
九
三
年

U
o
ヨ
ω
8
一
ω
ω
蜜
ロ
雪
爵
一
8
Go
”
勾
鋤
O
O
o
詳
一
8
①
”
Go

（
お
α
。
勉
＜
ω
o
⊆
鼠
5
ω
o
⇒
）
●

犯
罪
の
趨
勢
一
九
九
四
年

閃
8
洋
ω
葺
＜
g
匹
ヨ
篶
p
　
　
一
〇
〇
倉
　
　
勾
餌
O
O
o
旨

一
8
①
眞
（
お
α
●
麩
』
餌
コ
＞
巨
σ
o
円
鵬
）
。

犯
罪
統
計
一
九
九
四
年

訳
ユ
ヨ
ぎ
巴
ω
訂
ロ
馨
蒔
一
8
倉
菊
四
〇
〇
〇
辞
一
8
0
6

（
お
α
。
蝉
＜
ω
o
C
三
寄
ω
o
＝
）
’

　
従
来
犯
罪
統
計
及
び
司
法
統
計
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
計
中
央
局

（
S
C
B
）
が
作
成
し
て
い
た
。
こ
の
実
務
が
一
九
九
四
年
度
の
統

計
か
ら
変
化
し
、
犯
罪
に
関
す
る
統
計
書
の
作
成
事
務
が
統
計
中
央

局
か
ら
犯
罪
防
止
委
員
会
に
移
転
し
た
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
㎜
及
び

V
の
資
料
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
犯
罪
の
比
較
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
た
司
法
統
計
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

報
（
勾
讐
房
馨
器
呂
葵
警
菩
o
脚
）
は
廃
刊
さ
れ
た
の
で
研
究
に
あ

た
っ
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
変
化
の
特
徴
は
、
犯
罪
に
関
す
る
統
計
が
三
種
類
に
個
別
化
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
犯
罪
統
計
は
V
の
資
料
に
お
い
て
「
認
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知
さ
れ
た
犯
罪
」
、
「
被
疑
者
」
及
び
「
司
法
処
理
さ
れ
た
者
」
に
つ

い
て
作
成
さ
れ
、
司
法
統
計
は
皿
の
資
料
に
お
い
て
、
「
通
常
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

所
」
、
「
行
政
裁
判
所
」
、
「
特
別
裁
判
所
」
及
び
「
そ
の
他
の
関
係
機

関
」
の
統
計
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

矯
正
保
護
庁
か
ら
日
本
の
矯
正
統
計
と
保
護
統
計
と
を
一
緒
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

形
で
「
矯
正
保
護
統
計
書
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
後

は
研
究
の
対
象
に
従
っ
て
別
々
の
統
計
書
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
W
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
た
犯
罪
防
止
委
員
会
に
よ
る
年
度

ご
と
の
犯
罪
状
況
の
趨
勢
の
報
告
書
で
あ
る
。
従
来
通
り
犯
罪
の
各

類
型
ご
と
に
該
当
年
度
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
概
観
（
ゆ
o

C
三
5
ω
9
）
、
人
身
犯
（
ζ
〇
三
8
0
一
ω
ω
9
）
、
人
身
犯
の
再
犯

（
討
口
＞
巨
び
①
お
）
、
人
身
犯
に
対
す
る
処
分
（
琶
ロ
》
三
幕
鑛
）
、

殺
人
・
傷
害
致
死
（
冨
民
器
一
菊
『
ぎ
鵬
）
、
性
犯
罪
（
霞
〇
三
8

9
昭
9
）
、
酒
酔
い
運
転
（
鼠
P
＞
P
α
R
器
9
）
、
薬
物
犯
罪
へ
の

措
置
（
田
ざ
雰
内
窪
浮
o
ヨ
）
、
少
年
犯
罪
（
鼠
昌
＞
三
幕
旙
）
、

司
法
処
理
の
流
れ
（
ω
o
⊂
三
厨
ω
○
＝
）
が
そ
の
章
別
で
あ
る
。

wWI

海
上
酒
酔
い
運
航

ω
ま
脇
旨
①
昼
勺
客
一
〇
8
」
（
餌
く
鼠
コ
＞
コ
号
雫

ω
ω
o
⇒
節
ζ
o
巳
闘
餌
〇
一
ω
ω
o
p
）
●

○
・
五
％
か
ら
○
・
二
％
へ

閃
感
昌
O
・
㎝
∈
一
〇
b
罠
o
日
一
＝
ρ
℃
冒
一
〇
8
”
ω

（
↓
げ
o
円
Z
O
『
ω
賃
α
日
塵
』
”
コ
＞
昌
α
o
『
ω
ω
○
目
）
．

　
こ
の
二
つ
の
報
告
書
は
酒
酔
い
に
よ
る
交
通
手
段
の
危
険
性
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
前
者
に
は
一
九
九
一
年
の
海
上
交
通
法
改
正
法
の
評
価
と
い
う
副

題
が
つ
い
て
い
る
。
政
府
か
ら
の
委
託
調
査
に
基
づ
く
研
究
報
告
書

で
あ
る
。

　
一
九
八
四
年
に
起
き
た
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
故
で
最
高
裁
判
所
が

判
決
の
中
で
述
べ
た
意
見
に
触
発
さ
れ
て
海
上
交
通
法
の
三
二
五
条

が
改
正
さ
れ
、
重
大
な
海
上
酒
酔
い
運
航
と
い
う
行
為
類
型
が
新
設

さ
れ
、
単
に
酒
酔
い
状
態
で
運
航
す
れ
ば
、
海
上
交
通
の
危
険
が
現

実
化
し
な
く
て
も
重
く
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
規
定
は

交
通
犯
罪
法
の
四
条
a
に
対
応
し
て
い
る
。

　
こ
の
改
正
の
大
き
な
背
景
に
は
近
年
に
お
け
る
水
上
レ
ジ
ャ
ー
の
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発
達
が
あ
り
、
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
運
航
増
大
と

そ
れ
に
伴
う
危
険
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
改
正
の
結
果
酒
酔
い
運
航
は
一
年
以
下
の
拘
禁
ま
た
は
罰
金

を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
拘
禁
に
処
さ
れ
る
者
が
増
加
し
た
。
特

に
処
分
前
歴
の
あ
る
者
の
比
率
が
増
大
し
た
。
法
改
正
効
果
は
善
良

な
人
々
に
対
し
て
生
じ
、
犯
罪
性
の
あ
る
者
に
は
生
じ
な
い
と
の
仮

定
が
支
持
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
報
告
書
で
は
酒
酔
い
運
航

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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第四表　血中濃度の分布（％）

パーミリ 0．5－1．49 1．5－2．49 2．5十 N
改正前 11．5 59．7 28．8 243

改正後 12．8 66．1 21．1 109

うち

酒酔い運航 23．6 63．6 12．7 55

重大な酒酔い運航 1．9 68．5 29．6 54

合　　　　　計 11．9 61．6 26．4 352

Rapport1996：1，p．28，Tab

に
単
純
酒
酔
い
運
航
と
重
大
な
酒

酔
い
運
航
と
を
分
け
る
分
岐
点
を

ど
こ
に
置
く
か
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

交
通
犯
罪
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

血
中
濃
度
一
・
五
％
に
満
た
な
い

者
五
四
件
中
一
件
だ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
重
大
な
酒
酔
い
運
航
と

認
定
さ
れ
な
か
っ
た
事
件
で
も
五

五
件
中
四
二
件
は
血
中
濃
度
が
一

・
四
九
脇
を
超
え
て
い
た
と
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
酒
酔
い
運
転
と
酒

酔
い
運
航
と
は
危
険
性
の
基
準
が

異
な
る
と
の
結
果
で
あ
る
（
第
四

表
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
後
者
の
報
告
書
は
一
九
九
〇
年
の
交
通
犯
罪
法
改
正
後
の
状
況
の

政
府
か
ら
の
委
託
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
要
約
に
よ
る
と
死
亡
事
故

の
四
〇
％
に
飲
酒
の
影
響
が
み
ら
れ
た
が
、
血
中
濃
度
が
○
こ
】
な

い
し
O
・
四
九
脇
の
者
と
O
・
五
な
い
し
一
・
四
九
％
の
者
と
の
間

の
犯
罪
性
に
大
き
い
相
違
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
改

正
後
三
年
間
の
追
跡
で
死
亡
事
故
は
八
％
減
少
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
酒
酔
い
運
転
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
一
九
九
三
年
に
改
正

が
あ
り
、
現
在
は
血
中
濃
度
一
・
O
％
以
上
が
重
大
な
酒
酔
い
運
転

と
さ
れ
、
そ
れ
未
満
が
単
純
な
酒
酔
い
運
転
と
さ
れ
る
こ
と
に
改
正

　
　
　
（
1
0
）

さ
れ
て
い
る
。

㎜lX

レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
行
動
調
査
拡
大
の
結
果

国
欺
o
ζ
o
ヨ
餌
　
餌
＜
　
≦
α
鵬
餌
α
　
＜
餌
昌
α
①
一
ω
　
b
『
α
－

＜
巳
昌
鵬
冒
o
ヨ
お
ω
富
蝿
β
コ
鵬
ぼ
蝉
屋
o
げ
①
P
℃
］
≦

一
〇
〇
①
甚
（
四
＜
U
餌
昌
］
≦
”
鵬
昌
仁
ω
ω
○
コ
）
。

経
済
犯
罪
－
司
法
手
続

国
犀
o
昌
o
ヨ
一
葵
σ
o
簿
ω
一
蒔
げ
9
1
U
①
＝
鐵
6
冨
一
蒔
餌

胃
0
8
ω
ω
g
」
頃
竃
一
〇
〇
9
㎝
（
四
＜
ω
母
）
．

こ
の
二
つ
の
報
告
書
は
と
も
に
経
済
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
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前
者
は
一
九
八
六
年
の
酒
類
取
扱
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ
の
四
〇
条

が
飲
食
店
の
営
業
許
可
の
条
件
と
し
て
酒
類
の
提
供
を
行
わ
せ
る
の

に
適
切
で
あ
る
こ
と
と
、
遵
法
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
を
規
定
し

た
こ
と
に
基
づ
き
、
法
改
正
の
意
図
し
た
効
果
（
税
の
未
払
い
の
減

少
と
許
可
営
業
者
に
対
す
る
法
的
措
置
の
減
少
）
が
生
じ
て
い
る
か

ど
う
か
を
政
府
の
委
託
に
よ
り
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
調
査
の
結
果
は
、
法
改
正
の
以
前
よ
り
税
の
未
払
い
は
非
常
に
少

な
く
、
法
改
正
の
影
響
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
ま
た
、
法
的
措
置
の
数

に
つ
い
て
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
調
査
対
象
期
間
の
間
三
倍
に
な
っ

て
い
て
、
法
改
正
の
効
果
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
後
者
は
、
経
済
犯
罪
に
関
し
て
、
そ
の
内
容
、
事
件
の
調
査
、
裁

判
所
の
審
理
、
法
的
処
分
（
刑
罰
）
及
び
経
済
犯
罪
の
行
為
者
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
教
育
的
、
啓
蒙
的
な
立
場
で
の
概
説
書
で
あ
る
。

　
「
経
済
犯
罪
の
定
義
」
、
「
刑
事
訴
訟
事
件
の
一
般
的
処
理
準
則
」
、

「
経
済
犯
罪
に
対
抗
す
る
諸
措
置
」
、
「
経
済
犯
罪
に
対
抗
す
る
諸
機

関
」
、
「
経
済
犯
罪
の
捜
査
」
、
「
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
経
済
犯
罪
事

件
」
、
「
経
済
犯
罪
で
の
制
裁
」
、
「
代
替
的
制
裁
」
及
び
「
経
済
犯
罪

の
行
為
者
」
が
そ
の
主
要
な
章
別
で
あ
る
、
全
文
で
三
九
〇
頁
を
越

す
大
著
で
あ
る
。

　
経
済
犯
罪
は
、
犯
罪
防
止
委
員
会
創
立
の
時
か
ら
の
委
員
会
の
主

要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
数
の
報
告
書
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
集
大
成
と
い
っ
た
意
味
合
を
も
つ
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
経
済
犯
罪
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
重
大
な
詐
欺

（
刑
法
九
章
三
条
）
、
価
格
操
作
（
刑
法
九
章
九
条
）
、
重
大
な
租
税

詐
欺
（
租
税
犯
罪
法
四
条
違
反
）
、
納
入
法
八
↓
条
違
反
、
重
大
な

横
領
（
刑
法
一
〇
章
三
条
）
、
背
任
（
刑
法
一
〇
章
五
条
）
、
債
権
者

へ
の
不
誠
実
（
刑
法
二
章
一
条
）
、
重
大
な
債
権
者
へ
の
不
誠
実

（
同
章
二
条
）
、
債
権
者
の
無
視
（
同
章
三
条
）
、
債
権
者
の
選
好

（
同
章
四
条
）
、
帳
簿
犯
罪
（
同
章
五
条
）
、
重
大
な
密
輸
の
一
部

（
密
輸
取
締
法
違
反
）
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
禁
止
法
二
一
条
、
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

条
違
反
、
及
び
、
職
業
的
相
談
業
務
禁
止
法
違
反
の
各
犯
罪
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
犯
罪
に
か
か
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
地
方
裁
判
所
及
び
西
部

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
高
等
裁
判
所
の
確
定
裁
判
事
件
（
一
九
九
二
及
び
九

三
年
）
の
記
録
が
収
集
さ
れ
、
調
査
さ
れ
た
。

（
1
）
　
Z
』
＞
一
一
8
ρ
P
嵩
象
勝

　
　
こ
の
事
件
で
は
被
害
者
が
ナ
イ
フ
で
何
同
も
刺
さ
れ
、
そ
の
結
果

被
害
者
は
死
亡
し
た
。
し
か
し
、
共
犯
者
二
人
の
う
ち
の
一
人
に
つ

　
い
て
ナ
イ
フ
を
用
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
証
拠
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

　
が
、
最
高
裁
判
所
は
二
人
の
被
告
人
に
故
殺
の
責
任
を
認
定
し
た
。

　
（
一
げ
己
；
O
P
お
O
ご
oo
＜
』
↓
o
。
一
（
一
〇
8
y
P
8
。
象
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65432
　
　
法
制
度
」

　
　
研
究
所
編
、

　
（
7
）

　
　
α
ω
ω
身
8
一
ω
①
p

　
（
8
）

　
　
れ
て
い
る
。

　
　
一
詔
」
O
O
“
」
O
O
O
）

　
　
る
。

　
（
9
）

　
　
年
）
、

　
（
1
0
）

　
　
㈱

　
　
度
を
規
定
し
て
い
な
い

　
（
n
）

　
　
罪
は
一
九
九
六
年
の
法
改
正
以
前
の
条
文
に
か
か
る
も
の
て
あ
る
。

　
一
’
Z
＝
○
餓
o
曽
屋
ヨ
ヨ
o
u
qD
『
㊤
睦
＆
詳
。
。
叶
①
o
『
営
0
9
一
餌
暢
畦
＄
括
p

☆
　
北
欧
全
犯
罪
学
雑
誌
（
Z
↓
ヌ
○。
ω
＞
彊
し
8
①
）

勾
帥
O
ロ
o
旨
一
〇
〇〇
ω
一
“
9
。

区
ユ
ヨ
ぎ
巴
ω
訂
ぼ
ω
ユ
犀
一
8
“
）
P
お
噸
↓
餌
σ
ド
一
●

勾
巷
b
o
ユ
一
〇
〇
9
坪
P
Oo
●

こ
れ
は
一
九
九
三
年
て
打
ち
切
ら
れ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
の
裁
判
所
組
織
に
つ
い
て
は
、
坂
田
仁
、
「
司

　
　
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会

　
　
　
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
平
成
六
年
所
収
を
参
照
。

民
ユ
ヨ
ぎ
巴
く
魁
巳
①
コ
ω
o
睡
o
一
①
＝
聾
ω
蜜
二
ω
ニ
ド
訳
ユ
ヨ
ヨ
巴
く
曄
－

Oり

遂
招
（
一
Q
。
ε
“
3
）
は
そ
の
後
一
九
九
四
年
に
全
面
改
正
さ

　
　
　
　
本
書
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
規
定
は
現
行
法
　
（
Oo

ま
－

　
　
　
　
　
　
で
は
二
〇
章
四
条
及
び
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い

ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
報
告
書
概
観
（
一
九
九
↓

　
法
学
研
究
六
六
巻
四
号
九
七
頁
参
照
。

ピ
詔
（
一
〇
田
ふ
お
）
o
ヨ
。
。
耳
鉱
｛
ま
『
＜
凶
ω
ω
餌
q
鉱
民
σ
8
暮
“
鋤

象
現
行
の
海
上
交
通
法
（
ω
崔
轟
窪
）
二
〇
章
五
条
は
血
中
濃

　
　
　
　
　
　
　
C

こ
れ
ら
の
犯
罪
の
う
ち
租
税
犯
罪
法
違
反
及
び
納
入
法
違
反
の

ド
O
⊆
コ
三
き
窃
ω
o
P
二
①
一
管
国
ヨ
〇
三
〇
鵬
凶
α
①
o
【
o
鵬
＝
ξ
｛
ヨ
3
0
－

　
一
〇
覧

ω
●
ω
舘
8
プ
○
α
α
≡
R
ゆ
『
α
①
一
沼
o
一
三
〇
跨
一
〇
脚
巴
犀
三
ε
7

避
零
5
謎
p
＝
①
目
監
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Φ
目
ゆ
o
＜
些
鼻
穿
房
ヨ
ぎ
■

9
勾
＆
o
野
8
p
コ
費
≧
R
駐
一
雪
巴
馨
段
『
彗
願

①
●
］
≦
ヨ
犀
臨
コ
Φ
P
℃
帥
コ
兵
ω
＜
四
円
亀
一
℃
●
ρ
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轟
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犀
ヨ
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P

S
Z
一
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一
ω
①
F
じo
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誓
O
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0
9
①
”
の
噌
舘
コ
ω
段
8
『
＜
田
5
二
＜
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富
昌
－

　
鴨
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↓
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O
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三
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O
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冥
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O
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α
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O
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×
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鋤
昌
α
ω
ぎ
⊂
一
Qつ
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一
〇
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民
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ω
O
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貸
Z
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冨
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一
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凶
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Φ
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冤
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刃
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ω
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讐

一
ω
・
ζ
簿
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①
ω
①
P
↓
ゴ
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餌
ω
”
ご
ユ
く
ぎ
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男
○
噌
8
ω
げ
魯
ぎ
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凶
ω
o
＝

　
O
『
○
≦
9
”
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霧
ω
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■
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“
．
写
脇
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O
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一
〇
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》
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↓
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ω
①
≦
げ
o
切
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一
ゆ
①
＜
o
O
讐
ω
一
3

　
9
①
∩
O
⊆
お
①
ぎ
↓
仁
噌
σ
E
①
昌
貯
↓
一
ヨ
①
ω
，

一
㎝
。
O
耳
凶
ω
賦
餌
箒
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P
国
鋤
匡
○
■
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O
ヨ
象
餌
哺
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一
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舘
コ
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一
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一
9
訳
o
魯
」
α
鋤
曽
一
ω
90
σ
①
9
u
ω
魯
ゆ
＝
9
ぎ
鵬
ω
o
竃
巴
8
ヨ
簿
瓢
＜
o
艶

125



法学研究70巻10号（’97：10

　
　
　
　
男
ユ
げ
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ω
ω
珪
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一
刈
。
　
Z
一
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一
ω
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昌
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ω
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貯
げ
　
O
吋
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。
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図
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コ
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凶
9
ρ

　
　
一
〇
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屋
①
＝
σ
①
茜
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霞
旨
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α
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一
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。
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帥
C
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。

☆
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ウ
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デ
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誌
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↓
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一
恥
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